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Ⅰ　はじめに

神奈川県は、2003 年に「神奈川県ニホンジカ保

護管理計画」を策定し、2019 年現在で第 4次計画（法

改正により 2015 年に「神奈川県ニホンジカ管理計

画」に名称変更；以下、管理計画とする）が進めら

れている。管理計画に基づく事業として、ニホンジ

カ（以下、シカという）の生息密度を低減するため

の個体数調整等が実施されており、事業の効果を検

証するための各種モニタリングが実施されている

（神奈川県 2017）。シカの生息状況のモニタリング

としては生息密度調査や糞塊密度調査等が実施され

ており（神奈川県 2019）、GPS を利用した行動域調

査も実施されている（神奈川県 2019）。

他方、赤外線センサーを利用した自動撮影カメラ

は、近年の技術の発達とともに、様々な野生動物調

査に用いられている（池田  2016）。丹沢山地でも、

自動撮影カメラを用いた各種調査が実施されている

が（神奈川県 2018）、シカについて長期間継続して

データ収集した結果が報告された事例は少ない。そ

こで、シカの生息密度調査（永田・岩岡 2017）や、

行動域調査（永田 2005）が実施されている丹沢山

地の札掛地区において、シカの生息状況の季節的な

変化や日周活動のパターンについて基礎的な情報を

得ることを目的として、自動撮影カメラによる調査

を実施した。なお、本調査は、丹沢けものみちネッ

トワークと神奈川県自然環境保全センターが協働で

実施したものである。

Ⅱ　調査地概要

札掛地区は神奈川県愛甲郡清川村に位置し、標高

は概ね 500m ～ 1000m である（図 1）。景観的に植生

を見ると、モミ・ツガを交えた落葉広葉樹天然林が

まとまってあるほかは、スギ・ヒノキ人工林が大部

分の面積を占める。なお、調査地は全域が丹沢大山

国定公園内に位置し、鳥獣保護区に指定されている。

調査地を含むシカ管理ユニット（神奈川県　

2017）では、2007 年度以降、毎年度植生回復目的

の管理捕獲が実施されており（神奈川県 2015）、シ

カの生息密度の減少が確認されている（永田・岩岡 

2017）。

Ⅲ　調査方法

自動撮影カメラは Ltl Acorn Ltl-6210MC を使用

し、境沢林道沿線でシカ道を観察して頻繁にシカが

利用していると思われる場所７地点（１地点１台）

に設置した（図 1）。自動撮影カメラは地上約 1m に

固定し、シカ道全体をカバーできるようカメラの向

きを調整した。撮影は動画モードで行い、１回の撮

影時間を 10 秒、撮影待機時間を 0 秒に設定した。

電池と SD カードの交換は 1 か月ごとに行い、シカ

の撮影のあった年月日、時刻、オス・メス・幼獣・

性不明別頭数を記録した。幼獣については、撮影動

画から当年生まれであることを明確に区別できない

ため、１歳以上も含まれる。なお、集計にあたって

は、1 分以内に連続して撮影され、明らかに同一個
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体と判断された場合は、撮影頭数から除外した。ま

た、伏臥した状態で連続して撮影され、同一個体と

判断された場合は、撮影間隔が１分を超えていても

除外した。なお、調査は 2014 年 1 月から 2018 年

12 月まで実施した。カメラの故障等により SD カー

ド交換時に正常に作動していなかった場合は、最後

に撮影記録のあった日までをカメラ稼働期間とし

て、カメラ稼働日数を算出した。

図 1　調査地とカメラ設置地点
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Ⅳ　結果および考察

１　撮影頻度の季節変化
7 地点の延べカメラ稼働日数は 11,813 日、撮影

されたシカは 6,999 頭であった。各地点の各月の撮

影頻度（撮影個体数の合計 / カメラ稼働日数）を図

2 に示した。撮影頻度の季節変化は、5 地点ではそ

れぞれ毎年ほぼ同じパターンを示した。C、E は撮

影頻度が 5 ～ 6 月（E は年によって 5 ～ 8 月）に増

加した。D、G は撮影頻度が 5 ～ 7 月にかけて緩や

かに増加し、一旦減少した後 10 月～ 11 月（D は年

によって 10 ～ 12 月）に増加した。F は 5 ～ 7 月に

かけて撮影頻度が増加する傾向は毎年共通していた

が、10 月にも増加する年があった。A、B は、季節

変化の小さい年が多かったが、季節変化の大きかっ

た年もあった。

カメラ設置地点ごとに季節的変化のパターンが異

なったことから、撮影頻度の変化は、札掛地区全体

でのシカ密度の季節的変化を示したものではなく、

シカによる各地点の利用頻度の季節的変化を示して

いると考えられる。シカの行動圏や環境選択の季節

変化に関する報告は多く（Uno and Kaji 2000、

Igota et al 2004、Takii et al 2012）、積雪や捕獲、

食物分布との関係が指摘されている。札掛地区では、

豪雪にならない限り積雪が常に 50cm を超えるよう

な場所は存在しないため、積雪を避けた環境選択は

考えにくい。また、調査地で実施された管理捕獲は、

環境選択の季節的変化がパターン化するほどに、実

施時期・場所は季節的に偏っていなかった（神奈川

県未発表）。

他方、福田（2008）、池田（2016）は、撮影頻度

の季節変化がオスとメスで異なったことを報告して

おり、札掛地区では、交尾期（9 月～ 11 月）にオ

スの行動圏が変化したことが報告されている（永田 

2005）。そこで、10 月～ 11 月に撮影頻度が増加し

た D、G について、雌雄別に撮影頻度の季節変化を

整理したところ、オス、メスともに 10 月〜 11 月に

撮影頻度の増加がみられた（図 3-1、3-2）。

これらのことから、食物資源の分布に基づく環境

選択が撮影頻度の季節的変化には影響した可能性が

高いが、本調査結果からは詳細は不明であり、今後、

カメラ設置地点周辺での植生調査等を行うことで考

察が可能となると考えられる。

２　撮影時間帯
調査期間の各季節区分の撮影時刻（時）ごとの撮

影頻度（撮影回数／カメラ稼働日数）を図 4-1,4-2

に示した。撮影回数は、重複個体の撮影された撮影

時刻を除いて集計した。季節区分は、気象庁が天気

予報等で用いる予報用語にならって、3 月～ 5 月を

春、6 月～ 8 月を夏、9 月～ 11 月を秋、12 月～翌

年 2月を冬とした。

人への警戒心が環境利用の時間帯に影響するため

（池田 2016、出口・村山 2016、石塚ほか 2007）、

道路（通行の多い登山道含む）に近接していてカメ

ラ設置地点から道路が視認しやすい地点（道路脇：

A,D,E,F,G）（図 4-1）と道路から 50m 程度離れてい
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て視認しにくい地点（道路遠隔地：B,C）にわけて

整理した（図 4-2）。

道路脇は、いずれの季節も日中 8 時～ 15 時の撮

影頻度が著しく低く、日の入り時刻前後と、日の出

時刻前後に撮影頻度のピークがある点は共通してい

た。また、冬は、撮影頻度がピークとなる時間帯が、

他の季節に比べて朝遅く夕方早くなる傾向がみられ

た。

道路遠隔地は、日の入り時刻前後と日の出時刻前

後に撮影頻度のピークがある点は全季節で共通して

いたが、春・夏は日中にも撮影頻度の高い時刻があっ

た。

日の出、日の入りの時間帯にシカの活動性が高ま

ると報告された事例は多く（塚田　2012、高橋ほか

　2012、北川ほか　2017）、人間活動が活発な場所は、

警戒して日中の利用を避けることも報告されている
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図 3-1　D地点の各月の雌雄別撮影頻度
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図3-2 Ｄ・Ｇ地点の各月の雌雄別撮影頻度
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図 3-2　Ｄ・Ｇ地点の各月の雌雄別撮影頻度
※カメラ不調期間の長かった年は図示していない。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

撮
影

頻
度

（
頭

/日
）

月

D・♂

2015 2016 2017 2018

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

撮
影

頻
度

（
頭

/日
）

月

G・♂

2014 2015 2016

2017 2018

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

撮
影

頻
度

（
頭

/日
）

月

D・♀

2015 2016 2017 2018

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

撮
影

頻
度

（
頭

/日
）

月

G・♀

2014 2015 2016

2017 2018

図3-1 Ｄ地点の各月の雌雄別撮影頻度

図3-2 Ｄ・Ｇ地点の各月の雌雄別撮影頻度
＊ カメラ不調期間の長かった年は図示していない。

図 4-1　道路脇の時刻（時）別の撮影頻度
※各カメラのカメラ不調期間の長かった年のデータを除く。
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図4-1 道路脇の時刻（時）別の撮影頻度
※各カメラのカメラ不調期間の長かった年のデータを除く.。 図4-2 道路遠隔地の時刻（時）別の撮影頻度

※各カメラの不調期間の長かった年のデータを除く。

※日の出時刻(横浜 2017.3～2018.2の場合)

春：4:28-6:11,夏:4:26-5:13 

秋:5:13-6:31,冬:6:13-6:51

※日の入り時刻(横浜 2017.3～2018.2の場合)

春：17:37-18:51,夏:18:10-19:01

秋:16:29-18:09,冬:16:29-17:35
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（石塚ほか　2007、辻野ほか　2015、出口・村山 

2016）。他方、人為的攪乱の少ない環境では、日中

の自動撮影カメラによる撮影頻度が１年を通じて安

定していたという報告もある（池田　2016）。本調

査結果からも日の出、日の入りの時間帯にシカの活

動性が高まることが示唆された。他方、道路遠隔地

に比べて、道路脇では日中の撮影頻度の低下が顕著

であったことから、人への警戒心がシカの環境利用

に影響したと考えられた。
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